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１．はじめに 

Al2O3/YAG:Ce-Melt Growth Composite（MGCとする）は、青-白色光変換材料として注目され 1,2)、

成長方位を制御した大形MGC 成長技術の確立が重要な課題となっている。我々は、Moるつぼを

用いた VB法により成長した MGC が、るつぼから容易の取り出せ、Moるつぼの再利用が可能な

ことを示した 3）。本報告では、種子およびるつぼの形状と種子付けおよび成長条件、さらに成長

した MGC の特性について報告する。 

２．実験方法 

   MGC の成長は既報告 3)と同様で、カ－ボン発熱体を用いた高周波加熱炉で行った。Moるつぼ

は内径が約 2-inchであり、種子はるつぼの内径とほぼ同じ定径種子および直径約 10mmのテ－パ

のある細種子の 2種類を検討した。成長方位は Al2O3相が[11-20]軸で YAG相が[011]であるMGC

を用いた。種子付けおよび成長条件として、種子付け保持時間およびるつぼ移動速度を実験パラ

メ－タとした。成長したMGC は成長方向に平行および垂直の基板を切り出し、鏡面研磨後、表

面の組織を顕微鏡観察した。さらに Al2O3相および YAG 相の方位を極点法により測定しステレオ

投影図で評価した。 

３．結果と考察 

図１は結果の一例で、定径種子から

成長した MGC(図 1(a))および細種子か

ら増径部を経て成長した MGC(図 1(b)

右)の縦断面写真を示す。何れも種子付

け界面において種子結晶の方位を引き

継いだ定径部直径約 2-inch の MGC 成

長が確認された。 
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